








2 回の腎生検を施行した IgA腎症の小児 61 例を、2回目の生検時、尿所見が正常化してい

た 23 例と尿異常が持続していた 38 例に分類して、病理像を比較検討した。尿所見正常化

例では、メザンジウムヘの IgA 沈着は減少又は消失し、組織所見も改善した。一方尿異常

持続例では、IgA 沈着は持続し、組織所見の増悪を認めた。 


